相愛学園百年史年表(案) by 千葉 真也
「
相
愛
学
園
百
年
史
年
表
（
案
）」
に
つ
い
て
相
愛
大
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
今
年
度
、「
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
着
手
し
た
。
本
学
は
百
三
十
年
以
上
の
伝
統
を
持
っ
て
い
る
が
、
そ
の
歴
史
は
十
分
に
整
理
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
空
襲
に
よ
る
壊
滅
的
な
被
害
に
よ
り
資
料
が
乏
し
い
こ
と
が
、
そ
の
主
な
原
因
で
あ
る
。
だ
が
、
資
料
を
発
掘
し
、
整
理
す
る
営
み
が
恒
常
的
に
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
否
め
な
い
。
継
続
的
な
共
同
作
業
に
よ
っ
て
現
存
す
る
資
料
を
確
認
し
、
そ
の
存
在
を
後
世
の
心
あ
る
人
に
伝
え
る
努
力
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
図
と
し
て
私
が
理
解
す
る
の
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
今
回
は
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
従
事
す
る
過
程
で
確
認
さ
れ
た
資
料
の
一
部
を
紹
介
す
る
。
昭
和
六
三
年
十
月
に
『
相
愛
学
園
百
周
年
記
念
誌
』（
以
下
、「
百
周
年
記
念
誌
」
と
略
称
）
が
発
行
さ
れ
た
。
今
回
紹
介
す
る
「
相
愛
学
園
百
年
史
年
表
（
案
）」
は
、「
百
周
年
記
念
誌
」
編
纂
の
過
程
で
作
成
さ
れ
、「
ゲ
ラ
刷
り
」
と
い
う
形
で
活
字
化
さ
れ
た
だ
け
で
公
表
に
は
至
ら
な
か
っ
た
年
表
で
あ
る
。
①
手
稿
コ
ピ
ー
（
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
Ｂ
４
縦
書
き
枚
。「
久
志
本
手
稿
用
紙
」
と
印
刷
さ
れ
て
い
る
原
稿
用
紙
の
コ
ピ
ー
）
と
、
②
ゲ
ラ
刷
り
（
手
稿
を
活
字
化
し
た
も
の
。
Ｂ
４
縦
書
き
１
行
字
、
１
ペ
ー
ジ
行
。
９
枚
。
訂
正
や
追
記
が
行
わ
れ
て
い
る
）
の
二
つ
が
、「
相
愛
学
園
百
年
史
資
料
集
Ｓ
・
６
・
」
と
い
う
表
題
の
ク
リ
ア
ホ
ル
ダ
ー
に
、
収
め
ら
れ
て
い
る
。
執
筆
者
名
は
ど
ち
ら
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
資
料
の
成
立
状
況
「
百
周
年
記
念
誌
」
の
編
集
後
記
と
奥
付
、
手
稿
に
付
さ
れ
た
メ
モ
な
ど
か
ら
成
立
事
情
が
推
定
で
き
る
。
奥
付
の
複
写
を
示
す
。
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年
史
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）
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一
企
画
・
編
集
に
あ
た
っ
た
「
相
愛
学
園
百
年
史
編
纂
委
員
会
」
の
メ
ン
バ
ー
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
天
津
睦
子
、
出
雲
路
常
明
、
小
笠
原
慶
麿
（
副
委
員
長
）、
久
志
本
秀
夫
、
久
万
幸
子
、
酒
井
諄
、
中
野
恵
海
（
委
員
長
）、
福
呂
守
久
、
本
多
早
苗
そ
の
一
人
、
久
志
本
秀
夫
氏
が
「
手
稿
」
を
執
筆
し
、
他
の
メ
ン
バ
ー
が
追
記
訂
正
を
行
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
手
稿
と
と
も
に
保
存
さ
れ
て
い
た
メ
モ
と
、「
百
周
年
記
念
誌
」
の
編
集
後
記
に
よ
っ
て
成
立
状
況
が
推
測
で
き
る
。
メ
モ
に
は
「
今
井
印
刷
百
年
史
年
表
土
曜
日
の
時
ま
で
に
ゲ
ラ
印
刷
で
き
る
よ
う
に
た
の
む
部
」
と
あ
る
。
な
お
、
今
井
印
刷
は
記
念
誌
の
奥
付
に
あ
る
イ
マ
イ
印
刷
株
式
会
社
で
あ
る
。
さ
ら
に
ゲ
ラ
刷
り
の
一
部
に
「12
SO
A
IN
EN
P
861009
」
と
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
百
周
年
記
念
誌
」
の
編
集
後
記
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
相
愛
学
園
百
年
史
編
纂
委
員
会
が
本
町
学
舎
に
設
置
さ
れ
た
の
が
、
昭
和
六
十
一
年
六
月
で
、
爾
（
じ
）
来
、
約
二
年
四
ヶ
月
、
二
十
数
回
の
委
員
会
を
重
ね
て
、
や
っ
と
最
終
段
階
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
た
。
お
そ
ら
く
、
昭
和
六
一
年
す
な
わ
ち
一
九
八
六
年
の
編
纂
委
員
会
発
足
後
、
そ
の
年
の
一
〇
月
九
日
ま
で
に
手
稿
が
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「861009
」
は
印
刷
所
が
原
稿
を
受
け
取
っ
た
日
付
と
解
釈
す
る
。
な
お
一
九
八
六
年
一
〇
月
九
日
は
木
曜
日
、
メ
モ
に
あ
る
「
土
曜
日
」
は
翌
々
日
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
時
点
か
ら
「
百
周
年
記
念
誌
」
の
発
行
ま
で
二
年
、
本
格
的
な
通
史
の
編
纂
を
行
う
時
間
的
な
余
裕
は
な
く
、「
相
愛
学
園
百
年
史
年
表
（
案
）」
は
「
案
」
の
ま
ま
に
終
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
資
料
の
内
容
と
活
字
化
に
当
た
っ
て
の
処
理
「
最
も
困
難
を
感
じ
、
今
も
そ
の
事
が
我
々
の
肩
に
の
し
か
か
っ
て
い
る
の
は
し
ゆ
う
資
料
の
蒐
集
で
あ
っ
た
」
と
「
百
周
年
記
念
誌
」
の
編
集
後
記
に
あ
り
、
次
に
引
用
す
る
『
相
愛
学
園
七
十
年
の
歩
み
』（
昭
和
三
三
年
五
月
発
行
）
の
例
言
に
も
資
料
の
乏
し
さ
へ
の
嘆
き
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
、
本
書
編
纂
に
あ
た
っ
て
の
難
点
は
、
拠
る
べ
き
資
料
に
乏
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
年
三
月
十
三
日
、
戦
火
は
学
園
の
全
施
設
・
文
書
記
録
を
焼
き
尽
し
た
。
従
っ
て
資
料
は
も
っ
ぱ
ら
旧
職
員
・
卒
業
生
の
談
話
・
会
誌
・
ア
ル
バ
ム
等
に
求
め
る
ほ
か
な
か
っ
た
。
一
、
本
書
は
学
園
の
正
史
で
は
な
い
。
正
史
を
編
む
こ
と
は
冀
い
で
あ
っ
た
が
、
信
憑
す
べ
き
基
礎
定
本
の
乏
し
さ
は
致
命
的
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
本
書
は
断
片
的
資
料
の
寄
せ
集
め
で
あ
り
、
モ
ザ
イ
ク
的
集
録
の
感
な
き
を
得
な
い
。
「
相
愛
学
園
百
年
史
年
表
（
案
）」
に
お
い
て
も
資
料
の
乏
し
さ
は
同
様
で
あ
る
。『
相
愛
学
園
七
十
年
の
歩
み
』
所
載
の
年
表
「
相
愛
学
園
沿
革
大
要
」
を
も
と
に
し
て
「
相
愛
学
園
沿
革
大
要
」
の
扱
っ
て
い
な
い
事
項
、
す
な
わ
ち
明
治
二
一
年
六
月
の
「
相
愛
女
学
校
設
立
認
可
」
よ
り
前
の
事
項
と
、
昭
和
三
三
年
三
月
の
「
第
八
期
工
事
南
本
館
落
成
」
よ
り
後
の
事
項
を
加
え
た
の
が
、
こ
の
年
表
で
あ
る
。
皇
族
に
関
す
る
記
事
に
お
け
る
敬
語
の
用
法
な
ど
全
体
的
な
統
一
を
欠
く
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
が
、
手
元
の
資
料
に
よ
っ
て
、
増
補
修
正
を
前
提
と
し
た
「
案
」
を
作
成
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
二
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手
稿
と
ゲ
ラ
刷
り
と
は
、
ど
ち
ら
も
未
定
稿
で
あ
る
。
ゲ
ラ
刷
り
を
も
と
に
手
稿
と
照
合
し
、
ゲ
ラ
刷
り
に
手
書
き
で
行
わ
れ
た
追
記
訂
正
を
加
え
、
さ
ら
に
明
ら
か
な
誤
植
を
訂
正
し
た
の
が
、
今
回
掲
載
す
る
「
相
愛
学
園
百
年
史
年
表
（
案
）」
で
あ
る
。
未
定
稿
の
活
字
化
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
の
最
も
詳
し
い
年
表
で
あ
る
の
で
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。
な
お
、
手
稿
も
ゲ
ラ
刷
り
も
、
各
項
目
の
日
附
を
、「
・
大
学
・
短
大
南
港
学
舎
起
工
式
」
の
よ
う
な
形
で
半
角
数
字
を
縦
書
き
で
表
示
し
て
い
る
が
、
今
回
は
「
１
１
・
２
５
大
学
・
短
大
南
港
学
舎
起
工
式
」
の
よ
う
な
形
に
し
た
。
ま
た
、
ゲ
ラ
刷
り
に
加
え
ら
れ
た
追
記
や
誤
植
の
訂
正
の
箇
所
は
、
明
示
し
な
か
っ
た
。
手
稿
や
ゲ
ラ
刷
り
の
も
と
の
姿
を
再
現
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
判
断
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
相
愛
学
園
百
年
史
年
表
（
案
）
明
応
５
年
（
１
４
９
６
）
９
・
２
４
本
願
寺
第
八
世
蓮
如
上
人
、
摂
津
国
東
成
郡
生
玉
庄
内
大
坂
石
山
の
地
を
選
定
。
９
・
２
９
大
坂
石
山
御
坊
鍬
初
。
１
０
・
８
大
坂
石
山
御
坊
建
立
。
明
応
７
年
（
１
４
９
８
）
１
１
・
２
１
蓮
如
、
石
山
御
坊
建
立
の
御
文
章
を
書
く
。
明
応
８
年
（
１
４
９
９
）
３
・
２
５
蓮
如
没
（
８
５
）。
天
文
元
年
（
１
５
３
２
）
８
・
２
４
山
科
本
願
寺
、
六
角
定
頼
・
法
華
宗
徒
に
よ
り
焼
か
れ
る
。
天
文
２
年
（
１
５
３
３
）
７
・
２
５
宗
祖
影
像
を
石
山
の
坊
舎
へ
移
す
。
以
後
、
石
山
本
願
寺
。
の
ち
寺
内
町
（
石
山
八
町
又
は
石
山
十
町
と
称
せ
ら
る
）
形
成
さ
る
。
元
亀
元
年
（
１
５
７
０
）
９
・
１
２
織
田
信
長
、
天
満
森
に
陣
営
。
石
山
の
川
向
い
の
川
口
、
楼
岸
に
出
、
石
山
門
徒
と
交
戦
（
石
山
合
戦
の
発
端
）
天
正
８
年
（
１
５
８
０
）
４
・
９
第
１
１
世
顕
如
上
人
、
宗
祖
影
像
を
奉
じ
、
石
山
退
去
。
翌
日
、
紀
伊
鷺
森
に
到
着
。
８
・
２
顕
如
長
子
、
教
如
、
石
山
退
去
。
坊
舎
は
炎
上
（
石
山
合
戦
終
る
）。
天
正
１
０
年
（
１
５
８
２
）
〔
６
・
２
本
能
寺
の
変
〕
天
正
１
１
年
（
１
５
８
３
）
７
・
４
顕
如
、
宗
祖
影
像
を
奉
じ
て
和
泉
貝
塚
へ
移
る
。
〔
１
１
月
豊
臣
秀
吉
、
三
十
余
州
に
課
し
て
大
坂
城
を
修
築
〕
天
正
１
３
年
（
１
５
８
５
）
８
・
３
０
顕
如
、
宗
祖
影
像
を
奉
じ
て
天
満
に
移
る
。
天
正
１
９
年
（
１
５
９
１
）
８
・
５
顕
如
、
天
満
か
ら
京
都
堀
川
へ
移
る
。
１
１
・
３
京
都
本
願
寺
阿
弥
陀
堂
石
礎
。
文
禄
元
年
（
１
５
９
２
）
１
１
・
２
４
顕
如
没
（
５
０
）。
１
１
・
２
５
教
如
、
本
願
寺
を
継
ぐ
。
68 相愛学園百年史年表（案）
三
文
禄
２
年
（
１
５
９
３
）
９
月
教
如
、
御
堂
の
北
に
退
陰
。
１
０
・
１
６
秀
吉
、
顕
如
第
三
子
准
如
継
職
の
証
状
を
出
す
。
慶
長
３
年
（
１
５
９
８
）．
１
１
・
１
０
大
坂
御
坊
移
徙
。
准
如
下
向
。
〔
８
・
１
８
豊
臣
秀
吉
没
（
６
３
）。〕
慶
長
５
年
（
１
６
０
０
）
〔
９
・
１
５
関
ケ
原
の
戦
い
〕
慶
長
７
年
（
１
６
０
２
）
２
月
徳
川
家
康
、
京
都
東
六
条
の
地
四
町
四
方
を
教
如
に
寄
進
（
東
本
願
寺
の
分
立
）。
慶
長
８
年
（
１
６
０
３
）
３
・
２
４
難
波
御
坊
（
南
御
堂
）
の
建
立
遷
座
法
要
。
７
・
６
難
波
坊
舎
成
る
を
以
て
、
准
如
、
大
坂
門
徒
に
津
村
坊
舎
修
造
を
依
嘱
。
慶
長
１
０
年
（
１
６
０
５
）
こ
の
年
、
大
坂
に
別
院
再
興
（
北
御
堂
）。
元
禄
７
年
（
１
６
９
４
）
２
月
津
村
別
院
、
境
内
地
を
拡
張
。
享
保
９
年
（
１
７
２
４
）
３
・
２
１
大
坂
大
火
に
よ
り
津
村
別
院
焼
く
。
本
尊
等
を
木
津
願
泉
寺
に
遷
す
。
１
１
月
津
村
別
院
、
敷
地
を
拡
張
。
享
保
１
９
年
（
１
７
３
４
）
１
０
・
２
２
津
村
別
院
再
興
法
要
。
十
五
世
住
如
上
人
、
嗣
法
湛
如
と
共
に
下
向
し
、
法
事
を
親
修
。
嘉
永
３
年
（
１
８
５
０
）
２
・
４
明
如
上
人
誕
生
。
幼
名
峩
。
万
延
元
年
（
１
８
６
０
）
２
・
２
１
峩
、
得
度
し
、
新
々
門
跡
と
称
す
。
文
久
２
年
（
１
８
６
２
）
３
・
２
０
明
如
、
津
村
・
堺
別
院
等
へ
赴
く
。
慶
応
４
年
、
明
治
元
年
（
１
８
６
８
）
１
・
３
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
。
１
・
９
大
坂
城
炎
上
。
１
・
１
０
征
討
大
将
軍
、
仁
和
寺
宮
嘉
彰
親
王
、
津
村
別
院
を
本
営
と
す
る
。
１
・
２
２
大
阪
鎮
台
が
津
村
別
院
に
置
か
れ
る
。
１
・
２
７
大
阪
鎮
台
、
大
阪
裁
判
所
と
改
称
し
て
、
西
町
奉
行
所
跡
（
内
本
町
橋
詰
町
、
現
、
コ
ク
サ
イ
ホ
テ
ル
の
地
）
に
移
す
。
２
・
２
３
津
村
別
院
、
明
治
天
皇
の
行
在
所
と
な
る
（
四
十
四
日
間
滞
在
）。
新
門
跡
徳
如
（
二
一
世
）、
明
如
、
敬
護
に
あ
た
る
。
〔
５
・
２
大
阪
裁
判
所
を
廃
し
て
大
阪
府
を
設
置
。〕
〔
９
・
８
慶
応
を
明
治
と
改
元
〕
明
治
４
年
（
１
８
７
１
）
１
０
・
１
４
明
如
、
法
灯
を
継
承
（
二
二
世
）。
明
治
１
９
年
（
１
８
８
６
）
１
０
・
３
０
松
原
深
諦
、
津
村
別
院
知
堂
（
輪
番
）
に
任
ぜ
ら
る
。
明
治
２
１
年
（
１
８
８
８
）
６
・
１
私
立
相
愛
女
学
校
認
可
。
校
長
大
谷
朴
子
の
方
（
明
如
上
人
妹
四
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君
）。
校
主
松
原
深
諦
。
予
備
科
三
年
、
本
科
三
年
。
７
・
４
相
愛
女
学
校
開
校
。
校
舎
は
津
村
別
院
の
対
面
所
鞘
の
間
を
使
用
。
生
徒
数
は
十
数
名
。
明
治
２
２
年
（
１
８
８
９
）
４
・
１
本
科
四
年
、
選
科
三
年
、
専
攻
科
一
年
に
変
更
。
１
２
月
松
原
深
諦
退
職
。
以
後
、
校
主
に
代
り
、
理
事
が
校
務
を
掌
理
。
小
田
仏
乗
、
橘
覚
生
、
中
村
善
勝
が
理
事
と
な
る
。
〔
２
・
１
１
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
〕
〔
４
・
１
大
阪
府
四
区
（
北
・
東
・
西
・
南
区
）
が
大
阪
市
と
な
り
大
阪
市
制
発
足
。
区
域
十
六
平
方
キ
ロ
〕
〔
５
・
２
０
初
め
て
大
阪
に
電
灯
が
つ
く
〕
明
治
２
３
年
（
１
８
９
０
）
相
愛
女
学
校
第
一
回
卒
業
生
本
科
５
名
・
選
科
２
名
・
裁
縫
科
１
名
４
・
１
本
科
四
年
、
選
科
三
年
、
高
等
科
二
年
に
変
更
。
１
２
月
小
田
仏
乗
、
中
村
善
勝
退
職
。
小
田
実
乗
理
事
と
な
る
。
〔
１
０
・
３
０
「
教
育
ニ
関
ス
ル
勅
語
」
発
布
〕
明
治
２
４
年
（
１
８
９
１
）
〔
１
２
・
１
４
中
学
校
令
（
明
治
１
９
）
を
改
正
。
高
等
女
学
校
を
尋
常
中
学
校
の
一
種
と
す
る
。
た
だ
し
学
科
課
程
等
に
つ
い
て
は
特
別
の
規
定
な
し
〕
明
治
２
５
年
（
１
８
９
２
）
１
０
・
１
１
明
如
、
相
愛
女
学
校
校
舎
新
築
勧
誘
の
た
め
下
阪
。
明
治
２
７
年
（
１
８
９
４
）
４
・
７
相
愛
女
学
校
、
新
築
落
成
式
。
明
如
臨
場
の
下
に
行
わ
れ
る
。
〔
８
・
１
日
清
戦
争
始
ま
る
〕
明
治
２
８
年
（
１
８
９
５
）
〔
１
・
２
９
高
等
女
学
校
規
定
公
布
。
は
じ
め
て
女
子
中
等
教
育
の
内
容
を
明
示
。
入
学
資
格
を
修
業
年
限
四
年
の
尋
常
小
学
校
卒
業
者
と
し
、
修
業
年
限
六
年
、
土
地
の
状
況
に
よ
っ
て
は
一
年
の
伸
縮
を
認
め
る
。
ま
た
二
年
以
内
の
補
修
科
と
技
芸
専
修
科
の
附
設
課
程
も
規
定
す
る
〕
明
治
２
９
年
（
１
８
９
６
）
４
・
１
予
科
二
年
、
本
科
三
年
、
専
修
科
二
年
、
裁
縫
科
三
年
に
変
更
。
明
治
３
２
年
（
１
８
９
９
）
〔
２
・
８
高
等
女
学
校
令
公
布
。
修
業
年
限
四
年
を
基
本
と
し
、
入
学
資
格
は
年
齢
十
二
歳
以
上
、
高
等
小
学
校
第
二
学
年
の
修
了
者
と
す
る
〕
明
治
３
５
年
（
１
９
０
２
）
２
月
理
事
小
田
実
乗
退
職
、
大
村
影
応
就
任
。
４
・
１
専
修
科
を
補
修
料
と
改
称
。
明
治
３
６
年
（
１
９
０
３
）
１
・
１
８
明
如
上
人
没
（
５
４
）。
３
・
３
１
校
長
大
谷
朴
子
の
方
退
任
。
４
・
１
大
谷
籌
子
の
方
（
第
二
三
世
大
谷
光
瑞
猊
下
裏
方
）
校
長
に
就
任
。
５
・
３
１
理
事
橘
覚
生
退
職
。
河
野
法
海
（
津
村
別
院
輪
番
）
就
任
。
〔
３
・
７
大
阪
巡
航
合
資
会
社
発
足
。
大
阪
市
内
の
河
川
に
巡
航
船
就
航
〕
〔
４
・
２
０
天
王
寺
、
今
宮
に
て
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
開
会
〕
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五
〔
９
・
１
２
大
阪
市
電
開
通
（
築
港
桟
橋
│
花
園
橋
間
）〕
明
治
３
７
年
（
１
９
０
４
）
６
・
１
４
理
事
河
野
法
海
病
没
。
〔
２
・
１
０
日
露
戦
争
始
ま
る
〕
１
２
月
理
事
大
村
影
応
退
職
。
小
田
実
乗
再
任
。
明
治
３
８
年
（
１
９
０
５
）
４
・
１
本
科
四
年
、
裁
縫
科
三
年
、
補
習
科
一
年
、
裁
縫
温
習
科
一
年
に
変
更
。
８
月
校
舎
増
築
。
明
治
３
９
年
（
１
９
０
６
）
３
・
２
３
相
愛
女
学
校
を
廃
止
相
愛
高
等
女
学
校
設
立
認
可
４
・
１
相
愛
高
等
女
学
校
と
改
称
。
本
科
四
年
、
技
芸
専
修
科
三
年
に
変
更
。
４
・
１
０
併
立
相
愛
女
子
音
楽
学
校
を
加
設
。
明
治
４
０
年
（
１
９
０
７
）
相
愛
高
等
女
学
校
第
一
回
卒
業
生
本
科
２
２
名
技
芸
専
修
科
３
０
名
７
月
雨
天
体
操
場
新
築
。
〔
３
・
２
１
小
学
校
令
改
正
。
義
務
教
育
を
六
カ
年
に
延
長
〕
明
治
４
１
年
（
１
９
０
８
）
〔
７
・
８
高
等
女
学
校
令
改
正
。
義
務
教
育
年
限
延
長
に
伴
う
措
置
と
し
て
、
入
学
資
格
を
年
齢
十
二
歳
以
上
で
義
務
教
育
修
了
者
と
す
る
。
ま
た
一
年
の
伸
縮
を
認
め
て
い
た
従
来
の
規
定
を
改
め
、
一
年
の
延
長
の
み
を
認
め
、
修
業
年
限
を
四
年
と
五
年
の
二
種
類
と
す
る
〕
明
治
４
２
年
（
１
９
０
９
）
４
・
１
補
習
科
一
年
加
設
。
明
治
４
３
年
（
１
９
１
０
）
〔
１
０
・
２
６
高
等
女
学
校
令
改
正
。
技
芸
専
修
科
の
規
定
を
改
め
、
主
と
し
て
家
庭
に
関
す
る
学
科
目
を
修
め
よ
う
と
す
る
者
の
た
め
に
実
科
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
〕
明
治
４
４
年
（
１
９
１
１
）
１
・
２
７
校
長
大
谷
籌
子
の
方
没
（
３
０
）
４
・
１
実
科
三
年
加
設
。
４
・
２
１
大
谷
光
明
猊
下
（
光
瑞
門
主
弟
君
）
校
長
に
就
任
。
６
・
１
３
理
事
小
田
実
乗
退
職
。
大
野
開
蔵
就
任
。
７
・
２
５
相
愛
高
等
女
学
校
、
本
山
直
轄
学
校
と
な
る
。
明
治
４
５
年
、
大
正
元
年
（
１
９
１
２
）
７
・
７
津
村
別
院
が
境
内
地
の
一
部
を
市
電
用
地
と
し
て
譲
渡
す
る
こ
と
を
大
阪
市
長
に
承
諾
。
〔
７
・
３
０
明
治
天
皇
没
（
６
１
）。
大
正
と
改
元
〕
大
正
２
年
（
１
９
１
３
）
１
１
・
１
６
大
谷
光
瑞
門
主
来
校
し
、
校
舎
新
築
定
礎
式
を
行
う
。
〔
７
・
８
市
電
靭
本
町
線
（
川
口
町
│
谷
町
三
丁
目
間
）
開
通
〕
大
正
３
年
（
１
９
１
４
）
３
・
７
校
長
大
谷
光
明
猊
下
退
任
。
光
明
猊
下
裏
方
子
の
方
、
校
長
に
就
任
。
５
・
１
４
大
谷
光
瑞
門
主
引
退
。
〔
７
・
２
８
第
一
次
世
界
大
戦
始
ま
る
〕
大
正
４
年
（
１
９
１
５
）
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２
・
７
新
校
舎
起
工
式
。
１
０
・
３
新
校
舎
上
棟
式
。
大
正
５
年
（
１
９
１
６
）
２
・
７
棟
瓦
造
四
階
建
新
校
舎
落
成
。
七
六
〇
坪
、
工
費
一
〇
万
円
。
７
・
２
２
本
校
財
団
法
人
設
立
、
本
山
よ
り
認
可
。
大
正
６
年
（
１
９
１
７
）
３
・
１
４
大
谷
子
の
方
を
名
誉
校
長
に
推
し
、
大
野
開
蔵
校
長
に
就
任
。
大
正
８
年
（
１
９
１
９
）
２
・
１
０
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御
真
影
を
奉
戴
。
４
・
４
生
徒
定
員
を
六
五
〇
と
す
る
。
１
０
・
１
併
立
家
政
補
修
学
校
を
加
設
。
〔
６
・
２
８
ベ
ル
サ
イ
ユ
講
和
条
約
調
印
〕
大
正
９
年
（
１
９
２
０
）
〔
７
・
６
高
等
女
学
校
令
改
正
。
修
業
年
限
五
年
を
基
本
型
と
す
る
〕
大
正
１
０
年
（
１
９
２
１
）
２
・
２
１
生
徒
定
員
を
八
〇
〇
と
す
る
。
８
・
３
１
家
事
裁
縫
教
室
増
築
落
成
。
大
正
１
２
年
（
１
９
２
３
）
４
・
１
本
科
五
年
、
実
科
四
年
に
変
更
。
生
徒
定
員
を
九
〇
〇
と
す
る
。
〔
９
・
１
関
東
大
震
災
〕
大
正
１
４
年
（
１
９
２
５
）
５
・
２
３
名
誉
校
長
大
谷
子
の
方
来
校
。
６
・
２
５
新
館
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
校
舎
落
成
（
旧
四
号
館
、
現
敬
愛
館
西
半
部
）。
二
四
〇
坪
、
工
費
六
万
円
。
大
正
１
５
年
、
昭
和
元
年
（
１
９
２
０
）
８
・
５
生
徒
定
員
を
一
〇
五
〇
と
す
る
。
〔
１
２
・
２
５
大
正
天
皇
没
（
４
８
）。
昭
和
と
改
元
〕
昭
和
２
年
（
１
９
２
７
）
１
０
・
２
１
大
谷
昭
伯
爵
（
光
明
猊
下
長
子
）
得
度
、
法
灯
継
承
式
を
挙
行
。
法
号
勝
如
、
法
諱
光
照
。
昭
和
３
年
（
１
９
２
８
）
２
・
７
九
条
武
子
夫
人
（
明
如
上
人
第
二
女
）
没
（
４
２
）
３
・
３
１
大
谷
光
照
門
主
を
総
裁
、
大
野
開
蔵
を
理
事
長
と
し
、
財
団
法
人
相
愛
女
学
園
を
設
立
、
認
可
さ
る
。
３
・
３
１
大
谷
光
照
門
主
を
設
立
者
と
し
て
相
愛
女
子
専
門
学
校
設
立
の
認
可
を
得
る
。
予
科
一
年
、
本
科
三
年
（
国
文
科
、
家
政
科
、
社
会
事
業
科
）
を
置
く
。
１
１
・
１
９
古
川
橋
分
校
（
大
阪
府
北
河
内
郡
門
真
町
古
川
橋
四
八
〇
番
地
。
寝
屋
川
高
等
女
学
校
跡
地
）
設
置
。
※
百
周
年
記
念
誌
は
「
四
条
畷
高
女
」
と
す
る
。
昭
和
４
年
（
１
９
２
９
）
６
・
５
城
東
練
兵
場
に
て
天
皇
陛
下
の
御
親
閲
を
賜
わ
る
。
〔
１
０
・
２
４
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ウ
ォ
ー
ル
街
で
株
式
暴
落
。
世
界
恐
慌
始
ま
る
〕
昭
和
８
年
（
１
９
３
３
）
〔
５
・
２
０
地
下
鉄
開
通
（
梅
田
│
心
斎
橋
間
）〕
昭
和
９
年
（
１
９
３
４
）
５
月
古
川
橋
分
校
に
一
棟
増
築
落
成
。
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七
７
・
２
６
閑
院
総
裁
宮
の
御
視
察
を
賜
わ
る
。
９
・
２
１
室
戸
台
風
、
関
西
一
円
に
猛
威
を
ふ
る
う
。
本
町
校
舎
は
倒
壊
を
ま
ぬ
が
れ
た
が
、
古
川
橋
分
校
で
は
校
舎
が
倒
壊
。
以
後
、
女
専
は
津
村
別
院
の
一
画
を
借
り
て
授
業
を
行
う
。
昭
和
１
１
年
（
１
９
３
６
）
５
・
４
古
川
橋
分
校
新
校
舎
落
成
式
。
二
階
建
校
舎
及
び
雨
天
体
操
場
。
工
費
四
万
一
千
円
。
昭
和
１
２
年
（
１
９
３
７
）
４
・
１
女
専
に
音
楽
科
を
新
設
。
社
会
事
業
科
を
廃
止
。
７
・
３
古
川
橋
分
校
音
楽
科
棟
落
成
。
工
費
五
万
円
。
〔
５
月
御
堂
筋
開
通
。
六
メ
ー
ト
ル
幅
の
旧
道
を
四
四
メ
ー
ト
ル
幅
と
す
る
。〕
〔
７
・
７
日
中
戦
争
始
ま
る
〕
昭
和
１
４
年
（
１
９
３
９
）
〔
９
・
３
第
二
次
世
界
大
戦
始
ま
る
〕
昭
和
１
６
年
（
１
９
４
１
）
４
・
１
藤
井
寺
に
相
愛
第
二
高
女
発
足
。
４
・
２
３
仏
教
交
響
楽
の
夕
（
於
、
京
都
宝
塚
劇
場
）。
演
奏
、
新
交
響
楽
団
、
指
揮
、
山
田
耕
筰
。
女
専
聖
歌
隊
出
演
。
〔
１
２
・
８
太
平
洋
戦
争
始
ま
る
〕
昭
和
１
９
年
（
１
９
４
４
）
３
・
３
１
大
野
開
蔵
校
長
退
職
。
佐
々
木
慶
成
就
任
。
４
月
学
徒
勤
労
動
員
を
実
施
。
〔
３
・
６
新
聞
夕
刊
廃
止
〕
昭
和
２
０
年
（
１
９
４
５
）
３
・
１
３
夜
半
、
ア
メ
リ
カ
空
軍
の
大
阪
空
襲
に
よ
り
本
町
校
舎
、
津
村
別
院
と
も
に
全
焼
。
以
後
、
高
女
の
授
業
は
古
川
橋
分
校
に
て
行
う
。
７
・
１
校
長
佐
々
木
慶
成
退
職
。
今
井
秀
一
就
任
。
８
・
１
５
天
皇
、「
終
戦
の
詔
勅
」
を
録
音
、
放
送
。
昭
和
２
１
年
（
１
９
４
６
）
４
・
８
相
愛
高
等
女
学
校
、
糸
屋
町
仮
校
舎
（
東
区
糸
屋
町
一
丁
目
、
中
大
江
東
小
学
校
校
舎
）
に
移
転
。
〔
１
１
・
３
日
本
国
憲
法
公
布
（
２
２
年
５
月
３
日
施
行
）〕
昭
和
２
２
年
（
１
９
４
７
）
３
・
３
１
教
育
基
本
法
、
学
校
教
育
法
（
６
・
３
・
３
・
４
制
）
公
布
。
４
・
１
相
愛
中
学
校
発
足
。
高
等
女
学
校
２
・
３
年
は
中
学
校
２
・
３
年
に
移
行
。
新
１
年
生
一
六
七
名
入
学
。
１
０
・
５
校
長
今
井
秀
一
退
職
、
野
々
村
修
瀛
就
任
。
１
２
・
１
５
門
主
大
谷
光
照
猊
下
よ
り
復
興
資
金
四
百
万
疋
を
賜
わ
る
。
昭
和
２
３
年
（
１
９
４
８
）
２
・
５
女
専
本
年
度
卒
業
生
よ
り
国
語
、
被
服
、
保
健
三
科
に
つ
き
中
等
教
員
無
試
験
検
定
の
取
扱
い
を
許
可
さ
る
。
２
・
１
８
復
興
建
築
第
一
期
工
事
起
工
。
４
・
１
相
愛
高
等
学
校
発
足
。
定
員
三
六
〇
名
。
５
・
１
６
財
団
法
人
相
愛
女
学
園
寄
付
行
為
を
変
更
。
総
裁
を
廃
し
学
校
長
理
事
長
に
任
じ
そ
の
責
を
負
う
。
理
事
長
野
々
村
修
瀛
、
理
事
千
葉
康
之
、
羽
渓
丁
諦
、
藤
井
玄
瀛
、
大
野
開
蔵
、
津
吹
景
雄
、
赤
山
得
誓
。
５
・
３
１
第
一
期
工
事
木
造
新
校
舎
定
礎
式
。
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１
０
月
復
興
建
築
第
一
期
工
事
鉄
筋
三
階
建
校
舎
修
築
落
成
。
二
九
五
坪
、
工
費
一
九
〇
万
円
。（
旧
四
号
館
、
現
敬
愛
館
西
半
部
）
１
２
月
第
一
期
工
事
木
造
二
階
建
校
舎
落
成
。
二
五
六
坪
、
工
費
四
七
九
万
円
。
昭
和
２
４
年
（
１
９
４
９
）
２
・
１
本
町
校
舎
に
復
帰
。
２
・
２
女
専
音
楽
科
、
中
等
教
員
試
験
無
試
験
検
定
の
取
扱
い
認
可
さ
る
。
４
・
１
女
専
の
学
則
を
変
更
し
、
生
活
科
、
被
服
科
、
国
語
科
各
二
年
、
音
楽
科
三
年
、
別
科
一
年
と
す
る
。
５
・
２
０
第
二
期
工
事
体
育
館
兼
講
堂
定
礎
式
。
１
２
・
２
０
体
育
館
兼
講
堂
竣
工
。
木
造
平
家
建
、
一
部
二
階
建
。
一
七
五
坪
、
工
費
四
八
九
万
円
。
〔
１
２
・
２
５
私
立
学
校
法
公
布
〕
昭
和
２
５
年
（
１
９
５
０
）
２
・
１
第
三
期
工
事
相
愛
会
館
起
工
。
大
谷
光
照
猊
下
来
校
。
３
・
１
４
相
愛
女
子
短
期
大
学
認
可
（
国
文
科
、
入
学
定
員
四
〇
名
）。
４
・
１
相
愛
女
子
短
期
大
学
発
足
。
学
長
野
々
村
修
瀛
。
５
・
２
１
相
愛
会
館
落
成
。
延
四
六
七
坪
、
工
費
七
〇
九
万
円
。
６
・
１
６
野
々
村
修
瀛
転
任
。
今
小
路
覚
瑞
、
学
園
長
に
就
任
。
〔
６
・
２
５
朝
鮮
動
乱
勃
発
〕
昭
和
２
６
年
（
１
９
５
１
）
３
・
５
財
団
法
人
相
愛
学
園
の
学
校
法
人
相
愛
学
園
へ
の
組
織
変
更
認
可
。
３
・
１
３
学
校
法
人
相
愛
学
園
登
記
完
了
。
３
・
２
６
短
大
、
女
専
、
古
川
橋
分
校
よ
り
本
町
校
舎
へ
全
面
的
に
移
る
。
３
・
３
１
古
川
橋
分
校
跡
地
を
門
真
町
に
譲
渡
。
５
・
１
６
第
三
期
工
事
東
館
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
落
成
（
旧
三
号
館
、
現
青
光
館
南
部
分
）。
延
一
七
五
坪
、
工
費
六
九
五
万
円
。
１
２
・
２
第
四
期
工
事
短
大
本
館
落
成
。
延
一
七
二
坪
、
工
費
九
七
八
万
円
。
第
五
期
工
事
高
校
本
館
起
工
。
〔
９
・
８
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
調
印
〕
昭
和
２
８
年
（
１
９
５
３
）
１
・
１
３
短
大
に
家
政
科
（
生
活
専
攻
・
被
服
専
攻
入
学
定
員
各
四
〇
名
）、
音
楽
科
（
入
学
定
員
二
五
名
）
の
増
設
認
可
。
同
時
に
各
科
第
二
部
設
置
認
可
。
２
・
２
１
高
校
本
館
落
成
。
三
階
建
延
三
四
八
坪
、
工
費
三
〇
万
円
（
旧
一
号
館
、
現
黄
光
館
東
半
部
）。
本
館
落
成
・
短
期
大
学
設
置
祝
賀
式
典
を
挙
行
。
４
・
１
短
大
家
庭
科
、
音
楽
科
発
足
。
同
時
に
各
科
二
部
も
発
足
。
４
・
１
高
等
学
校
に
音
楽
課
程
増
設
。
９
・
１
４
創
立
六
十
五
周
年
記
念
式
典
挙
行
。
９
・
１
５
学
生
生
徒
の
芸
能
祭
（
於
、
朝
日
会
館
）。
１
０
・
２
９
創
立
六
十
五
周
年
記
念
演
奏
会
（
於
、
中
之
島
中
央
公
会
堂
）。
指
揮
、
山
田
耕
筰
。
演
奏
、
関
西
交
響
楽
団
。
１
１
・
２
市
民
に
贈
る
文
芸
講
演
会
（
於
、
中
之
島
中
央
公
会
堂
）。
講
師
、
井
上
友
一
郎
、
亀
井
勝
一
郎
、
丹
羽
文
雄
。
昭
和
２
９
年
（
１
９
５
４
）
４
・
１
第
六
期
工
事
短
大
本
館
三
階
増
築
工
事
落
成
。
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九
昭
和
３
０
年
（
１
９
５
５
）
３
・
３
１
第
七
期
工
事
東
館
四
階
増
築
工
事
落
成
。
４
・
１
短
大
家
政
科
生
活
専
攻
第
一
部
に
栄
養
士
養
成
施
設
認
定
。
８
・
３
１
体
育
館
兼
講
堂
の
移
転
縮
小
工
事
落
成
。
１
０
・
１
子
供
の
音
楽
教
室
開
設
。
室
長
井
口
基
成
。
昭
和
３
１
年
（
１
９
５
６
）
３
・
３
１
第
八
期
工
事
高
校
本
館
四
階
増
築
工
事
落
成
。
昭
和
３
３
年
（
１
９
５
７
）
１
・
１
０
相
愛
女
子
大
学
音
楽
学
部
設
置
認
可
。
２
・
２
５
第
八
期
工
事
南
本
館
（
旧
本
館
、
現
敬
愛
館
）
落
成
。
延
一
二
〇
八
坪
、
工
費
一
億
九
千
六
〇
九
万
円
。
４
・
１
相
愛
女
子
大
学
音
楽
学
部
発
足
。
学
長
、
今
小
路
覚
瑞
、
学
部
長
、
山
田
耕
筰
。
入
学
定
員
五
〇
名
（
作
曲
学
科
一
〇
名
、
声
楽
学
科
二
〇
名
、
器
楽
学
科
二
〇
名
）。
５
・
１
０
「
相
愛
学
園
七
十
年
の
歩
み
」
発
行
。
現
在
の
相
愛
学
園
歌
で
き
る
。
５
・
１
４
創
立
七
十
周
年
記
念
式
典
挙
行
。
９
・
２
２
第
九
期
工
事
新
一
号
館
（
現
黄
光
館
西
半
部
）
新
築
落
成
。
延
三
八
一
坪
、
工
費
三
七
二
八
万
円
。
〔
７
・
１
５
大
阪
南
港
埋
立
着
工
）
昭
和
３
４
年
（
１
９
５
９
）
６
・
２
３
〜
７
・
１
２
音
楽
学
部
北
海
道
演
奏
旅
行
。
１
１
・
１
７
〜
１
１
・
２
２
音
楽
学
部
北
陸
地
方
演
奏
旅
行
。
１
２
・
８
相
愛
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
第
１
回
定
期
演
奏
会
（
以
下
、
定
期
演
奏
会
と
記
す
）。
指
揮
、
斎
藤
秀
雄
、
東
儀
祐
二
。
曲
目
、
ブ
リ
テ
ン
「
シ
ン
プ
ル
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」
他
二
曲
。
於
、
相
愛
講
堂
。
〔
４
・
１
０
皇
太
子
御
成
婚
〕
昭
和
３
５
年
（
１
９
６
０
）
１
月
今
小
路
学
園
長
の
詩
碑
「
ゆ
か
り
の
公
孫
樹
に
寄
せ
る
歌
」
建
碑
。
一
月
九
日
新
門
通
り
始
め
４
・
１
５
〜
１
７
歌
劇
「
黒
船
」（
於
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル
）
上
演
に
際
し
、
音
楽
学
部
学
生
出
演
。
指
揮
、
山
田
耕
筰
、
朝
日
奈
隆
。
演
奏
、
関
西
交
響
楽
団
。
１
０
月
第
十
期
工
事
六
号
館
（
現
青
光
館
）
新
築
落
成
。
延
二
五
四
一
平
方
メ
ー
ト
ル
。
工
費
一
億
三
千
一
〇
万
円
。
１
１
・
２
４
〜
１
２
・
２
音
楽
学
部
九
州
地
方
演
奏
旅
行
。
１
２
・
６
第
２
回
定
期
演
奏
会
（
於
、
相
愛
講
堂
）
指
揮
、
斎
藤
秀
雄
、
東
儀
祐
二
。
〔
５
・
１
９
安
保
騒
動
。
国
会
周
辺
に
デ
モ
隊
一
万
人
集
ま
り
、
国
会
空
白
状
態
と
な
る
〕
昭
和
３
６
年
（
１
９
６
１
）
１
１
・
１
６
〜
２
２
音
楽
学
部
四
国
地
方
演
奏
旅
行
。
１
１
・
２
８
第
３
回
定
期
演
奏
会
（
於
、
朝
日
会
館
）。
指
揮
、
斎
藤
秀
雄
、
東
儀
祐
二
。
昭
和
３
７
年
（
１
９
６
２
）
４
月
寄
宿
舎
豊
中
寮
雲
雀
ケ
丘
家
政
科
教
室
開
設
。
１
１
・
１
５
〜
２
３
音
楽
学
部
東
北
地
方
演
奏
旅
行
。
１
２
・
２
６
第
４
回
定
期
演
奏
会
（
於
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
ホ
ー
ル
）。
指
揮
、
斎
藤
秀
雄
、
東
儀
祐
二
、
大
橋
博
。
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昭
和
３
８
年
（
１
９
６
３
）
２
月
福
井
県
高
浜
町
に
臨
海
学
舎
を
開
設
。
５
・
２
０
創
立
七
十
五
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
。「
相
愛
学
園
創
立
７
５
周
年
記
念
誌
」
を
発
行
。
１
０
・
２
５
〜
１
１
・
１
５
音
楽
学
部
ア
メ
リ
カ
演
奏
旅
行
。
１
１
・
２
２
第
５
回
定
期
演
奏
会
（
於
、
毎
日
ホ
ー
ル
）。
指
揮
、
森
正
、
東
儀
祐
二
。
曲
目
、
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
「
バ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
、
第
五
番
」（
独
奏
、
辻
久
子
）
他
五
曲
。
昭
和
３
９
年
（
１
９
６
４
）
４
月
豊
中
総
合
グ
ラ
ン
ド
完
成
。
１
１
・
２
２
第
６
回
定
期
演
奏
会
（
於
、
毎
日
ホ
ー
ル
）。
指
揮
、
斎
藤
秀
雄
、
東
儀
祐
二
。
１
１
・
２
４
〜
２
７
音
楽
学
部
三
重
県
演
奏
旅
行
。
〔
１
０
・
１
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
幕
〕
昭
和
４
０
年
（
１
９
６
５
）
３
・
３
１
第
十
一
期
工
事
旧
七
号
館
（
現
赤
光
館
）
旧
八
号
館
（
現
紫
光
館
）
新
築
落
成
。
延
一
四
八
三
坪
、
工
費
二
億
九
千
八
百
万
円
。
４
・
１
相
愛
女
子
短
期
大
学
家
政
科
生
活
専
攻
を
家
政
科
食
物
専
攻
に
名
称
変
更
５
・
２
０
復
興
完
成
記
念
式
典
を
挙
行
。
１
１
・
１
３
〜
１
７
音
楽
学
部
山
陰
地
方
演
奏
旅
行
。
１
１
・
２
４
第
７
回
定
期
演
奏
会
（
子
供
の
音
楽
教
室
創
立
十
周
年
記
念
。
於
、
毎
日
ホ
ー
ル
）。
指
揮
、
森
正
、
徳
丸
聡
子
、
東
儀
祐
二
。
１
２
・
２
９
音
楽
学
部
長
山
田
耕
筰
没
（
８
０
）。
昭
和
４
１
年
（
１
９
６
１
）
１
１
・
１
４
〜
２
３
音
楽
学
部
南
九
州
地
方
演
奏
旅
行
。
１
１
・
２
６
第
８
回
定
期
演
奏
会
（
於
、
毎
日
ホ
ー
ル
）。
指
揮
、
斎
藤
秀
雄
、
徳
丸
聡
子
、
東
儀
祐
二
。
昭
和
４
２
年
（
１
９
６
７
）
５
・
１
葭
原
泰
雄
、
高
等
学
校
中
学
校
長
に
就
任
。
１
０
・
２
６
〜
１
１
・
２
音
楽
学
部
東
北
地
方
演
奏
旅
行
。
１
１
・
２
６
第
９
回
定
期
演
奏
会
（
於
、
毎
日
ホ
ー
ル
）。
指
揮
、
斎
藤
秀
雄
、
東
儀
祐
二
。
昭
和
４
３
年
（
１
９
６
８
）
５
・
１
５
創
立
八
十
周
年
記
念
式
典
挙
行
。「
相
愛
学
園
誌
」（
創
立
８
０
周
年
記
念
出
版
）
発
行
。
５
・
２
０
大
谷
嬉
子
の
方
を
名
誉
総
裁
に
推
戴
。
１
０
・
２
９
〜
１
１
・
３
音
楽
学
部
北
陸
地
方
演
奏
旅
行
。
１
１
・
２
７
第
１
０
回
定
期
演
奏
会
（
於
、
大
阪
厚
生
年
金
会
館
大
ホ
ー
ル
）。
指
揮
、
斎
藤
秀
雄
、
東
儀
祐
二
、
大
森
栄
一
。
昭
和
４
４
年
（
１
９
６
９
）
４
・
１
相
愛
女
子
短
期
大
学
国
文
科
を
国
文
学
科
に
家
政
科
を
家
政
学
科
に
名
称
変
更
１
０
・
２
５
〜
３
０
音
楽
学
部
山
陽
地
方
演
奏
旅
行
。
１
１
・
２
５
第
１
１
回
定
期
演
奏
会
（
於
、
大
阪
厚
生
年
金
会
館
大
ホ
ー
ル
）。
指
揮
、
斎
藤
秀
雄
、
東
儀
祐
二
。
〔
３
・
３
１
大
阪
市
電
全
廃
〕
〔
７
・
２
０
米
ア
ポ
ロ
１
１
号
、
月
面
「
静
か
の
海
」
に
着
陸
。
月
面
に
人
類
第
一
歩
〕
60 相愛学園百年史年表（案）
一
一
昭
和
４
５
年
（
１
９
７
５
）
１
１
・
２
１
第
１
２
回
定
期
演
奏
会
（
於
、
大
阪
厚
生
年
金
会
館
中
ホ
ー
ル
）。
指
揮
、
森
正
、
東
儀
祐
二
（
大
阪
文
化
祭
賞
受
賞
）。
１
１
・
２
９
〜
１
２
・
６
音
楽
学
部
北
九
州
方
面
演
奏
旅
行
。
〔
３
・
１
４
大
阪
万
国
博
開
幕
〕
昭
和
４
６
年
（
１
９
７
１
）
１
１
・
１
〜
６
音
楽
学
部
四
国
地
方
演
奏
旅
行
。
１
１
・
２
４
第
１
３
回
定
期
演
奏
会
（
於
、
大
阪
厚
生
年
金
会
館
中
ホ
ー
ル
）。
指
揮
、
斎
藤
秀
雄
、
東
儀
祐
二
、
酒
井
睦
雄
。
昭
和
４
７
年
（
１
９
７
２
）
４
・
１
相
愛
女
子
短
期
大
学
家
政
学
科
被
服
専
攻
に
衣
料
管
理
士
養
成
施
設
認
定
６
・
１
３
〜
２
３
音
楽
学
部
北
海
道
方
面
演
奏
旅
行
。
１
１
・
３
０
第
１
４
回
定
期
演
奏
会
（
於
、
大
阪
厚
生
年
金
会
館
大
ホ
ー
ル
）。
指
揮
、
斎
藤
秀
雄
、
東
儀
祐
二
、
酒
井
睦
雄
。
昭
和
４
８
年
（
１
９
７
３
）
４
・
１
葭
原
泰
雄
、
校
長
を
退
任
。
今
小
路
覚
瑞
、
高
等
学
校
中
学
校
長
を
兼
任
。
１
１
・
２
８
第
１
５
回
定
期
演
奏
会
（
於
、
大
阪
厚
生
年
金
会
館
大
ホ
ー
ル
）。
指
揮
、
東
儀
祐
二
、
酒
井
睦
雄
、
大
森
栄
一
。
〔
１
０
月
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
。
物
価
高
騰
〕
昭
和
４
９
年
（
１
９
７
４
）
５
・
１
０
今
小
路
学
園
長
（
大
学
・
短
大
学
長
、
高
等
学
校
・
中
学
校
長
兼
任
）
退
任
。
５
・
１
１
太
田
淳
昭
、
学
園
長
に
就
任
（
大
学
・
短
大
学
長
兼
任
）。
５
・
１
１
木
村
正
大
、
高
等
学
校
・
中
学
校
長
に
就
任
。
９
・
１
８
斎
藤
秀
雄
音
楽
学
部
長
没
（
７
２
）。
１
２
・
１
７
第
１
６
回
定
期
演
奏
会
（
斎
藤
秀
雄
先
生
追
悼
演
奏
会
。
於
、
大
阪
厚
生
年
金
会
館
大
ホ
ー
ル
）。
指
揮
、
尾
高
忠
明
、
東
儀
祐
二
、
酒
井
睦
雄
。
（
７
・
１
５
南
港
ポ
ー
ト
タ
ウ
ン
地
区
造
成
完
了
〕
昭
和
５
０
年
（
１
９
７
５
）
１
１
・
２
７
第
１
７
回
定
期
演
奏
会
（
子
供
の
音
楽
教
室
創
立
二
十
周
年
記
念
。
於
、
毎
日
ホ
ー
ル
）。
指
揮
、
尾
高
忠
明
、
東
儀
祐
二
、
酒
井
睦
雄
。
曲
目
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
「
バ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
」（
独
奏
、
景
山
誠
治
）
他
四
曲
。
昭
和
５
１
年
（
１
９
７
６
）
１
１
・
２
４
第
１
８
回
定
期
演
奏
会
（
於
、
大
阪
厚
生
年
金
会
館
中
ホ
ー
ル
）。
指
揮
、
尾
高
忠
明
、
東
儀
祐
二
、
酒
井
睦
雄
。
〔
２
月
ロ
ッ
キ
ー
ド
疑
惑
事
件
ひ
ろ
ま
る
〕
昭
和
５
２
年
（
１
９
７
７
）
１
・
２
音
楽
学
部
長
大
橋
博
没
（
５
２
）。
一
月
二
五
日
大
学
主
催
学
園
葬
４
月
大
谷
光
真
嗣
法
（
光
照
門
主
長
子
）、
法
灯
を
継
承
（
第
二
四
世
）
１
１
・
２
９
第
１
９
回
定
期
演
奏
会
（
於
、
大
阪
厚
生
年
金
会
館
中
ホ
ー
ル
）。
指
揮
、
尾
高
忠
明
、
東
儀
祐
二
、
洒
井
睦
雄
。
昭
和
五
十
二
年
今
小
路
覚
瑞
一
月
二
十
一
日
没
一
月
二
十
七
日
本
葬
昭
和
５
３
年
（
１
９
７
８
）
９
・
８
太
田
学
園
長
退
任
。
一
二
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９
・
２
９
藤
澤
実
晟
、
学
園
長
に
就
任
。（
大
学
・
短
大
学
長
兼
任
）
１
０
・
１
４
創
立
九
十
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
。
１
２
・
２
第
２
０
回
定
期
演
奏
会
（
於
、
大
阪
厚
生
年
金
会
館
中
ホ
ー
ル
）。
指
揮
、
尾
高
忠
明
、
東
儀
祐
二
、
酒
井
睦
雄
。
〔
８
・
日
中
友
交
平
和
条
約
締
結
〕
昭
和
５
４
年
（
１
９
７
９
）
９
・
２
２
第
２
１
回
定
期
演
奏
会
（
於
、
毎
日
ホ
ー
ル
）。
指
揮
、
尾
高
忠
明
、
東
儀
祐
二
、
酒
井
睦
雄
。
昭
和
５
５
年
（
１
９
８
０
）
３
・
３
１
藤
澤
実
晟
、
大
学
・
短
大
学
長
を
退
任
。
４
・
１
森
川
晃
卿
、
大
学
・
短
大
学
長
に
就
任
。
４
・
１
〜
１
０
・
６
即
如
門
主
伝
灯
奉
告
法
要
。
９
・
１
８
第
２
２
回
定
期
演
奏
会
（
於
、
毎
日
ホ
ー
ル
）。
指
揮
、
尾
高
忠
明
、
東
儀
祐
二
、
酒
井
睦
雄
。
昭
和
５
６
年
（
１
９
８
１
）
３
・
３
１
木
村
正
大
、
高
等
学
校
・
中
学
校
長
を
退
任
。
４
・
１
鍋
島
俊
樹
、
高
等
学
校
・
中
学
校
長
に
就
任
。
９
・
２
８
第
２
３
回
定
期
演
奏
会
（
於
、
大
阪
厚
生
年
金
会
館
中
ホ
ー
ル
）。
指
揮
、
尾
高
忠
明
、
東
儀
祐
二
、
酒
井
睦
雄
。
１
１
・
２
５
大
学
・
短
大
南
港
学
舎
起
工
式
。
〔
３
・
１
６
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ム
開
通
（
住
之
江
公
園
│
中
埠
頭
間
））
昭
和
５
７
年
（
１
９
８
２
）
４
・
１
男
女
共
学
実
施
に
伴
い
、
相
愛
女
子
大
学
を
相
愛
大
学
と
名
称
変
更
。
１
１
・
２
４
第
２
４
回
定
期
演
奏
会
（
於
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
）。
指
揮
、
尾
高
忠
明
、
東
儀
祐
二
、
酒
井
睦
雄
。
昭
和
５
８
年
（
１
９
８
３
）
１
・
１
７
相
愛
大
学
音
楽
学
部
入
学
定
員
変
更
（
作
曲
学
科
二
〇
名
声
楽
学
科
三
〇
名
器
楽
学
科
五
〇
名
）・
相
愛
女
子
短
期
大
学
入
学
定
員
変
更
（
国
文
学
科
一
〇
〇
名
家
政
学
科
食
物
専
攻
一
〇
〇
名
家
政
学
科
被
服
専
攻
一
〇
〇
名
）
認
可
４
・
１
相
愛
大
学
・
相
愛
女
子
短
期
大
学
、
南
港
学
舎
（
大
阪
市
住
之
江
区
南
港
中
四
丁
目
四
の
一
番
地
）
に
移
転
開
学
。
９
・
２
４
第
２
５
回
定
期
演
奏
会
（
於
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
）。
指
揮
、
尾
高
忠
明
、
円
光
寺
雅
彦
、
東
儀
祐
二
、
酒
井
睦
雄
。
１
０
・
９
津
村
別
院
に
て
蓮
如
上
人
慶
讃
法
要
。
即
如
門
主
親
修
。
初
め
て
聖
歌
を
オ
ー
ケ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
相
愛
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
演
奏
。
相
愛
大
学
一
回
生
全
員
が
聖
歌
隊
と
し
て
出
演
。
１
２
・
２
２
相
愛
大
学
人
文
学
部
（
日
本
文
化
学
科
入
学
定
員
五
〇
名
・
英
米
文
化
学
科
入
学
定
員
五
〇
名
）
設
置
認
可
昭
和
５
９
年
（
１
９
８
４
）
３
・
３
１
名
誉
総
裁
大
谷
嬉
子
前
お
裏
方
退
任
。
４
・
１
大
谷
範
子
お
裏
方
、
名
誉
総
裁
に
就
任
。
４
・
１
相
愛
大
学
人
文
学
部
開
設
。
７
・
２
８
南
港
学
舎
体
育
館
・
食
堂
棟
竣
工
式
。
９
・
１
９
第
２
６
回
定
期
演
奏
会
（
相
愛
学
園
拡
充
記
念
。
於
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル
）。
指
揮
、
尾
高
忠
明
。
曲
目
、
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
「
フ
ル
ー
ト
と
ハ
ー
プ
の
た
め
の
協
奏
曲
」（
独
奏
、
金
昌
国
、
篠
崎
史
子
）、
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
「
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
２
３
番
」（
独
奏
、
弘
中
孝
）、
ド
ボ
ル
ジ
ャ
ー
ク
「
チ
ェ
ロ
協
奏
58 相愛学園百年史年表（案）
一
三
曲
」（
独
奏
、
堤
剛
）。
昭
和
６
０
年
（
１
９
８
５
）
３
・
１
９
第
２
７
回
定
期
演
奏
会
（
於
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
）。
指
揮
、
尾
高
忠
明
、
円
光
寺
雅
彦
、
酒
井
睦
雄
。
２
・
３
１
鍋
島
俊
樹
、
高
等
学
校
・
中
学
校
長
を
退
任
。
４
・
１
小
笠
原
慶
麿
、
高
等
学
校
・
中
学
校
長
に
就
任
。
９
・
５
第
２
８
回
定
期
演
奏
会
（
於
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
）。
指
揮
、
尾
高
忠
明
、
円
光
寺
雅
彦
、
酒
井
睦
雄
。
１
２
・
２
５
相
愛
大
学
音
楽
学
部
臨
時
定
員
増
（
一
〇
〇
名
↓
一
七
〇
名
）
相
愛
女
子
短
期
大
学
臨
時
定
員
増
（
三
〇
〇
名
↓
五
二
五
名
）
昭
和
６
１
年
（
１
９
８
６
）
３
・
２
１
〜
４
・
１
相
愛
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ジ
ュ
ニ
ア
の
大
阪
姉
妹
都
市
派
遣
演
奏
旅
行
（
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
と
ミ
ラ
ノ
で
公
演
）。
４
・
９
本
町
校
舎
白
光
館
・
室
内
プ
ー
ル
竣
工
式
。
６
・
１
１
南
港
学
舎
ホ
ー
ル
起
工
式
。
一
四
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